
◇古代アンデス文明

南アメリカの中央アンデス地方には、BC2000年 ごろ初期神殿が出現、以後
チャビン文化、モティーカ文化、ナスカ文化、テイアワナコ文化などが相次いで栄

えた。旭世紀初めから地方釣な国家形成期に入り、各地に王国・首長国が誕生、なか

でも最も強大なのはベルー北海岸在占めたチムー王国だが、やがて最も遅れて現れた

インカ帝国が各国を征服統合、全アンデスにまたがる統‐国家をつくりあげた。

インカ帝国が急激に拡大したのは 9代皇帝パチヤクテリクから。1533年、クス
コとキトをそれぞれ本拠地とする二人の王子が争い、キト派が勝利するが、その直後

ピサロに率いられたスペイン軍に征服され、帝国とともにアンデス文明も滅びた。

ナスカ人が、唐三彩より300年も早く五彩の土器を焼いていたこと、中世ヨーロ

ッパ人が味付けに塩しか使つていなかつた頃から彼らはゆたかな調味料を用い、15
0・ 0年経つても変色しない染料材発明、木綿で250番手の糸を引いていたことなど、
超高度の文明であつたことなどが判明している。多彩幾何学模様の尖底土器は、古代

織物とともにインカ文明の姿を今に伝えてくれる。
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